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助成活動名 
子育て世代の孤立防止と困難を把握するための家庭訪問型子育て支援 
「ホームスタート」事業の発展・強化 

助成額 1,500,000 円 

活動内容 

目的 

現在日本では、少子化および核家族化の影響から社会で子どもを育てる機能が
弱まり、子育て世代が孤立しやすくなっている。一度子育てに躓くと、自力での
立て直しは難しく、虐待やネグレクトに移行するケースも多くみられ、児童相談
所への通告件数は年々増加している。 
しかし、それに対する行政の支援のリソースは不足しており、状況を変えるに
も時間がかかる。かといって子どもの成長は待ったなしであるため、当団体と
しては一刻も早い支援体制の構築を目指し、「ホームスタート」事業に取り組む
こととした。 
「ホームスタート」とは、住民参加型の訪問型子育て支援を可能にする仕組み
であり、イギリス発祥である。日本にもすでに全国各地に定着し、様々な団体
による運営が始まっている。地域住民でも安心安全に訪問支援ができるように
なるため、比較的迅速に不足する支援リソースを補うことができる。岡山では
ぐるーんが最初の運営団体となり、地域みんなで子育てを支えるまちづくりを
進めている。 
今後は他の子育て支援団体ともネットワーク化を進め、一般市民が子育てサ

ポートに参画することで、孤立化する親子を減らしていく。 

内容 

① オーガナイザー、ホームビジターの養成 
訪問支援の組み立ての中心的役割である、「オーガナイザー」を養成する。こ
れは、ホームスタート・ジャパンの定める研修を受けることにより認定され
る。並行して、実際に子育て家庭を訪問する「ホームビジター」の養成をす
る。ホームビジターの養成は、市民に対して募集を行い、応募した候補者が規
定の研修を受けることにより行われる。オーガナイザーは、運営委員（トラス
ティ）と協働し、研修を企画・運営する。 

② 広報活動 
ホームスタートについてのリーフレット等を作成し、広報活動をする。親子支
援機関等にリーフレットを配布するなどして利用者を募る。また、メディアな
どへの掲載も依頼する。   

③ 家庭訪問支援事業 
利用希望者を募り、家庭を訪問して支援活動を行う。 

当初の
計画か
らの変
更点 

・岡山市事業分から駐車場代、家賃を支出する予定であったが、事業費の性質上
計上ができなくなったため、橋本財団助成金からの支出とした。 
・研修チラシ作成費については岡山市事業分から支出する予定としていたが、岡
山市外から研修に参加していた方が含まれたため、支出が認められない部分が生
じ、それについては橋本財団からの支出とする必要が生じた。 



 成果 

① オーガナイザー、ホームビジターの養成 
2025 年度は、ケースマネジメントを担う「オーガナイザー」が 2 名養成され
た。また、10 名の「ホームビジター」の養成講座が 1 クール開講され、10 名
が養成された。ホームビジターの養成研修内容は別紙のとおり。 
 

② 広報活動 
ホームスタートについてのリーフレットを作成し、親子支援機関等にリーフレ
ットを配布するなどして利用者を募った。リーフレットは下記写真の通り。 
◎2025 年度広報等実績 
・4/19：ゆめのたねラジオ放送収録  
・5/6：子どもフェスティバル チラシ配付とタペストリー展示   
・5/8：ノートルダム清心女子大学 講義とチラシ配付  
・5/22：大阪総合保育大学 講義  
・5/24：福祉オンブズおかやま総会 講演  
・5/31：中国地区里親研修大会 チラシ配付  
・6/4：旭川乳児院第三者委員会 チラシ配付  
・9/4：西大寺ライオンズクラブ例会 チラシ配付  
・9/21：学習会 チラシ配付  
・9/27：全国シェルターネット準備会 チラシ配付  
・10/6：橋本財団交流会 チラシ配付  
・10/17：公明党岡山女性議員勉強会 講演  
・10/23：中国矯正管区管内篤志面接委員協議会 講演  
・10/25：ふれあいまつり チラシ配付  
・10/31：学習会 チラシ配付  
・11/1：レインボーフェスタおかやま チラシ配付とタペストリー展示 

 
③ 家庭訪問支援事業 
利用希望者に対し、訪問支援活動を実施した。 
2025 年度は、新規の利用家庭数 42 世帯、ホームビジターによるのべ訪問回数
は 283 回であった。登録ホームビジター28 名のうち、実際に訪問活動に携わ
ったのは 19 名であった。 
訪問した家庭への利用後アンケートからは、「親自身の心の安定」、「孤立感の
解消」、「子育てサービスの利用方法を知る」、「家事の上達」、「家族間のイライ
ラの減少」などに関し、高い満足を得た。 

今後の課題と対
応策 

① オーガナイザー、ホームビジターの増加 
支援できる家庭数やエリアの拡大のため、引き続きオーガナイザーおよびホームビジタ
ーを養成することが必要である。 
 

② 周知活動 
支援を必要とする家庭にホームスタートの存在を知ってもらえるよう、広報活動を拡充
する必要がある。 
対応策：ぐるーんが出展する各種イベント（ふれあい祭りなど）において、参加者にリ
ーフレット等を配布し、ホームスタート事業の広報を実施する。また、各種メディアへ
の取材を依頼する。また、SNS、WEB サイトの内容を充実させ、認知を広げていく。 
 

③ 満足度の向上 
訪問を利用した家庭へのアンケート調査より、親自身の課題に関する満足度は高い傾向
が見られたが、親の子どもに対する困り感の払拭については改善の余地がある。訪問中
に全てを解決することは困難であるが、専門機関の紹介なども視野に入れて活動を進め
て行く。 
 

④ 経済的活動基盤の安定化 
2025 年度～2026 年度は岡山市との協働事業として補助金を受けているが、2027 年度以
降は未確定であるため、安定して活動をしていくための資金獲得が課題となる。 
他の市町との連携・協働に向けた働きかけ、財団等民間の助成金申請や、寄付金の獲得
なども検討していく。 



写真の提出 

養成されたビジターさん、オーガナイザー、先輩ビジターさん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サイズ、構成に工夫を凝らしたリーフレット、チラシ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ビジターのフォローアップ研修 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



きらめきプラザに活動ポスターを常設展示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各種イベントにおいて、ホームスタート活動の紹介・広報活動を実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公明党の女性議員さんに活動を紹介 
 
 
 
 
 
 
 公明党の女性議員さんに招かれ 
 ホームスタート活動の説明を実施 
 
 
 
 
 
 

 


